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発表要旨： 

本発表は、記号作用が成立するための時間的アーキテクチャを解明することを目指し、

マルチ時間スケール（MTS）記号論の枠組みを提示するものである。 

まず、パースが「習慣（habit）」と呼んだ符号規則の安定性を、ベルクソンの運動記憶

論に依拠しつつ検討する (Bergson 1896)。ベルクソンの運動記憶は、個々の感覚運動作用

を制約する独自の「ランドスケープ」を形成し、適応の時間的アウトソーシングとして機

能する(平井 2022; Taniguchi et al. 2025)。このランドスケープは、その相対的に遅い時間

特性によって現在の運動認知の時間窓を安定化させ、記号使用という瞬間的なインスタン

スが繰り返し成立し得るための安定的な時間基盤（規範）を提供する。 

このランドスケープの安定性は、記号解釈におけるアブダクティブ（仮説的）な推論を

可能にすることにも貢献しうる。同一記号群から論理的に考えられる解釈の可能性空間が

広大である場合に、ランドスケープが社会や文脈、言語に応じて局所的偏りを提供するこ

とで、わずかな手がかりからでも妥当とみなされる意味推定が可能となる。この意味生成

のプロセス、すなわちトップダウン的に想定される観念（仮説）とボトムアップ的に与え

られる記号的ヒントとの擦り合わせは、書く行為にも読む行為にも共通して前提とされる

とベルクソンは論じた（Bergson 1896; 1919; 1972）。本稿ではこの飛躍的推論の度に働く

メカニズムを、ベルクソンのいう「縦の平面の移行」――多層の潜在空間間を変換しなが

ら進むモデル――に基づき (Bergson, 1919)、MTS 記号論において「折り合いモデル」と

呼ぶ（平井 2022, 130）。潜在空間自体も複数のレイヤーから成り、各レイヤー間の変換ル

ールはその都度の新たな層発生を伴うため、トップダウンだけでもボトムアップだけでも

意味は決定されず、両者の折り合い（未完了アスペクト）が不可欠となる。 

さらに発表では、書き言葉の導入による記号課程の時間構造の変容についても MTS の

観点から考察する。ここでは、書く営み（ 「言語」への入力）と読む営み（出力）の間に

大きな時間的隔たりが生じる。入力と出力が時間的に迂回されたまま保持・参照されるこ

とが文字記号体系の継続的な安定性にもたらす意味を考察したい。本研究は、記号学の理

論的地平を時間論の視座から再構築する試みである。 
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